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16.実験的 DICに対する抗謹血薬の効果の検討
石)1 詔雄(筑波大・外科)
家兎を用い， generalized Shwarzman reaction によ
る DICmodelを作製し純化された hirudin1000A TU I 
kg/hを投与した hirdin投与群と， ヘパヲン加新鮮血 
200mlで交換輪血を行った交換輪血群を用い， SFMC 
ATill，フィブリノーグン等の変動より， その効果を検
討した。再群とも疑血学的，病理学的に， DIC詰改善
された。 
17.街中より諮保護護法を行った大量出血〈肝切除)
症事'U
羽鳥文麿(冨立小売病院・麻酔科)
最近，患児の長期予畿の問題，特に心肺蘇生後の騒保
護に対する関心が深まっている。
今回は上記症弼はじめ，過去8年間に経験した術中心
停止症例を検討し，我々の行っている描保護療法(パル
ピタール大量投与，低体?昆，軽度過換気等〉を紹介し，
更にその結果 1訴も後遺症なく呂復し，脳蘇生に成功し
た事を強課した。 
18.乳克担厚性掴門狭窄症における電顕的検討
堀江弘(千大・ 1病〉
本症の手僑時に採取された趨門第 (7症例)， 対罵倒
としてラット幽丹筋(4J21;)について，電額約検索を行
い， さらに本症の重症度との比較検討を試みた。肥厚
した平滑第綿抱には，有意な所見は認められなかった。
アワエルパッハ神経叢，神経節紹胞には，軽症例では極
く軽度な変性像，重症例では不可逆的な変牲を示唆する
所見を認めた。 
19.小見外科一年のあゆみ
飯田秀治，伊藤文誰(冨立習志野〉
斉藤典男，滝沢淳，鈴木秀
香田真一，若月岩雄(同・外科)
横山宏(千大・教育学部)
昭和54年 9月，当院にて県下の国立病院として最初の
小児外科診療科が開設され一年を経たので， 55年 8月迄
の一年間の診察実讃を検討した。外来新患数は， 509名で
月平均42.4名，再来廷数は1237名，月平均103名である。
入読総数は 193名で，手術症例法食道閉鎖症など 4例の
新生児例を含め171併で，疾患JjIJで誌鼠径ヘルニアが122
例と最も多く，全手術症例の71%を占めている。 
20.新生克 CTスキャンに顎して
松請央，緒方針，田代亜彦
(君津中央)
神田勝夫，本宮建〈同・小児科) 
S54.1-55.11に入院した新生児は257倒で未熟児，黄
痘，窪肇，分娩仮死が多く，治療上問題点は脳神経系障
害である。しかしこれらの捧害も早期診新，早期治療が
撞行されれば重症脳性麻薄に移行する事は少しその診
断に関して CTスキャンは有力であり， D長球被嬢も注意
すれば開題ない。 
21.乳児全身結核の 1部検倒
大野了，伊藤力(国立千葉・外科) 
)!l上 仁(同・病理)
症例は生後5カ月の男児で，主訴は呼吸困難，熱発。
全身状態悪く，緊急手術にて肺嚢抱を認め， ドレナ}ジ
を行い，症状改善されないまま死亡。病理解剖の結果，
肺・頚部リンパ節・胃・腸管・肝・牌・腎誇麟器に結抜
病変を認めた。その後，家族の検診で父親に蘇結核を認
め，感染源と疑った。 
22.実験モデル(犬)を用いた蕗管胆道合涜異常の原
愚論的検討
大)1[治夫，淳口重鎮，坂寵操
(筑波大)
石川詔雄(向・外科)
雑種犬を用いて背鵠捧管総胆管吻合舗を行い，入の控
管合流型異常にほぼ等しい実験モデル非成に初めて成功
した。円筒状総腿管拡張症がもたらされたが，その涼国
として，謄蚤自分解欝素活性化の事実を証明した。 
23. 曹十二指腸漬蕩の小児期手術症例の追跡語査
数馬欣一(冨立下志津・小児科)
昭和28年から48年の20年間に千葉大小児科教室におい
て経験した 6歳から14歳の小児胃十二指揚潰蕩30例につ
いて， 8年から27年需予後追跡、読査をおこなった。胃讃
蕩 10例は再発し手術を受けたものは 1例のみであった
が，十二指腸潰蕩20例のうち11併が小売携に再発し，狭
窄症状のため胃切除吻合掃をうけた。小児期に曹切除を
うけた症例の成人後の身長体重辻共に標準を上廻ってい
るもの多く，小児期の手術が成長に悪影響をみたものは
なかった。
